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令和４年度第１回蓮田市上下水道事業審議会会議録 

 

日時 令和４年１１月２２日（火） 

午前１０時～       

会場 蓮田市浄水場        

管理棟新館２階会議室    

 

〈出席委員〉門井隆会長、中野君男副会長、小林由美子委員、近藤純枝委員、 

髙橋泉委員、丹下進委員、中川美樹委員、中野拓治委員 

中野政 委員、古谷保雄委員、 

〈事 務 局〉山口市長、小山上下水道部長、中田上下水道部次長兼下水道課長、 

原田水道課長、山岸水道課副主幹、萩原水道課副主幹、 

関口下水道課副主幹、羽野島下水道課主査 

〈傍 聴 者〉なし 

１ 開 会           中田上下水道部次長兼下水道課長 

２ 会長あいさつ           門井会長 

３ 市長あいさつ           山口市長 

４ 議 事          

（１） 令和３年度 決算報告について 

・水道事業           原田水道課長 

・下水道事業          中田上下水道部次長兼下水道課長 

（２） その他             中田上下水道部次長兼下水道課長 

８ 連 絡 事 項           中田上下水道部次長兼下水道課長 

９ 閉 会            



2 

 

議事（１）令和３年度水道事業決算報告についての主な質疑応答 

  

委 員：水道事業費用のうち、配水及び給水費について、令和２年度と比べると令和

３年度の決算額が増額していますが、理由は何ですか。 

事務局：配水及び給水費のなかに、修繕費という科目がありまして、こちらの増額が

主な要因となります。具体的には、漏水による管路の修繕などが該当します。

件数でみますと、令和２年度と比べて減っていますが、令和３年度では、１

件あたりの単価が高かったため、結果的に費用が増額となりました。一般的

には、宅地内の漏水修繕に比べ、道路内の漏水修繕のほうが、より費用がか

かります。令和３年度では、道路内の漏水修繕のように、単価が高い修繕が

多かったのが増額の要因です。 

     

 

議事（１）令和３年度下水道事業決算報告についての主な質疑応答 

 

委 員：各家庭で流している汚水量と、中川流域維持管理負担金の算定の基となる汚

水量ではどれくらいの差があるのでしょうか。  

事務局：中川流域維持管理負担金の算定の基となる汚水量のほうが、およそ 74 万㎥

多くなっています。この差の主な要因としては、不明水が挙げられます。基

本的には各家庭の水道メーターでカウントされている水量がそのまま終末処

理場へ流入するはずですが、何らかの理由で市が管理している汚水管へ別の

水が侵入して、結果的に汚水量が増えてしまっています。雨水の侵入による

ものが一番大きい要因だと考えておりますが、現在、国の補助金を活用して、

管渠の調査・点検を行い、修繕すべき箇所の把握をしております。 

 


